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※令和７年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

12,168,808 0

自主防災組織の育成
総合防災訓練

自主防災組織の育成
総合防災訓練

自主防災組織の育成
総合防災訓練
職員研修の実施
防災啓発活動の実施
防災士の育成

自主防災組織の育成
総合防災訓練
職員研修の実施
防災啓発活動の実施
防災士の育成

14,632,000

執行体制

項 目

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

自主防災組織の設立・育成

総合防災訓練の実施

職員向け研修の実施

作成日

細事業名

事
業
費 地方債

年度別計画

7,515,000 11,718,000

0

決算額

国支出金

13,899,000

10,382,967

0

7,950,973

0

単位：円

13,729,000

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

20,074,396 18,558,874

12,040,423 12,015,248

1.53

事務事業評価表
１．基本事項

1.50 1.50

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

防災機能強化事業

市民及び地域の防災力向上のため

対象
※誰・何を対象に

関係団体

区分 款

手段
※どのように

自主防災組織の設立、育成及び防災訓練などを実施するほか、地域防災指導員と防災士による防災啓発活動等を行
う。

成果
※何を求めるか

市民の防災意識及び防災知識の向上及び地域の防災力向上

中項目 1 備えができ安全・安心なまちづくり

0

事務事業

1

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0

0 0 0 0

9,193,000

0 0 0

12,168,808

区分

大項目

小項目

4

防災対策の充実のため、地域住民を対象として、自主防災会の設立、育成を図る。また、総合防災訓練や自主防災会
の訓練等を通じて、防災意識及び防災知識の向上を図る。

県支出金 83,000 26,000 52,000 155,000 170,000

災害対策費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

総務管理費

市民、自主防災組織、災害協定締結の関係機関等

0

26,579,868 29,049,601

14,411,060 15,150,601

1.70 1.72

6,517,626

0

6,543,626

令和5年度 令和6年度

22,716,329

12,333,362

令和08年06月15日(月)

令和9年度

災害対策基本法、自主防災組織設置要綱

■ □

10,330,967 12,013,808

総務防災課 担当係 防災係 管理番号 7321防災機能強化事業

安心とやすらぎを感じられるまち

災害に強い防災体制の推進

令和7年度

総務費

8,033,973

自主防災組織の育成
総合防災訓練

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計



目標値の算定根拠/実績値の出所
成果指標３

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移
自主防災会の防災講座等において、イツモ防災講座を実施し、目標値を達
成した。
また、全ての自治会に対して自主防災会の結成促進や、訓練の実施につい
て説明できたことからＡ評価とする。

指標名

自主防災組織結成と活動の説
明をした自治会数

防災対策啓発事業参加者数

目標値

実績値

自主防災組織結成率

訓練等を実施した自主防災組
織数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

自主防災組織の訓練参加者数

評価評価の観点区分

86.44 88.5384.00

834.00 993.00

85.00 86.00

人

成果指標４

目標値

実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標２

成果指標１

単
位

回

３．評価指標

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

啓発事業、研修会の開催予定数/啓発事業、研修会等

区分

防災対策啓発事業開催数（イ
ツモ防災、研修等）

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

成果指標２

137.00 132.00 141.00

実績値の算出式

75.00

実績値

199.00 198.00 198.00 198.00

目標値

198.00

66.00

84.00

全自治会のうち自主防災組織を設立している自治会に属する世帯数の割合

実績値の算出式

199.00 198.00 198.00

82.98
％

自治
会

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 防災係長　小杉　太志

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

令和７年度は、支会合同防災訓練の参加者募集や、訓練実施後のアンケー
トを実施する際、紙媒体だけでなく、電子で回答できるよう調整し、業務
の効率化を図ることができた。

A

A

自主防災組織結成率は目標値を達成し、訓練等を実施した自主防災組織数
も目標値を達成しているほか、その他の成果指標も高い水準にある。
また、新たに９２名の防災士を養成し、自主防災会での訓練や講座指導に
向けての育成研修も実施できたことからＡ評価とする。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 防災係長　小杉　太志

2.00 2.00 2.00 2.00

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

2.00

63.00

87.00 88.00

天候などに左右されるため目標値を設定できないため　/　啓発事業、研修会等参加者数

1,621.00 1,238.00

87.00

実績　/　自主防災組織の訓練参加者数

2,297.001,107.00 3,260.00 2,993.00
人

72.00 75.00

96.00

令和
7年度

令和
8年度

2.00

16.00

198.00

69.00

198.00

年１回以上会議や訓練などの活動をしている自主防災組織数

自治
会

12.00

年１回以上、自治会に対して説明することを目標とする　/　説明した自治会数

32.00 31.00


